
通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

１
別11

Ｇ
１

文化３年９月
（１８０６年）・寅

琉球人参府人馬継立帳
○記載なし
●記載なし

当冬、琉球の使者が参府、その人数９７人、すでに通達済であるが、人足
６２４人、馬１００疋、外に、雇人足８０人、駄賃伝馬８０疋を要す、とする。金
谷宿は泊りとなっている。この廻状は大坂より江戸まで宿々継ぎ立てる。こ
の廻状、金谷宿には９月２８日５ﾂ時に着後、嶋田宿に継ぎ立てる。

紙変質・虫
喰いあり。

原
本

竪
帳

1 上：１０７

２
別１７

Ｇ
４

記載なし　６月２８日
・申

覚
○金谷宿：黒田次兵衛
●佐塚佐次右衛門

「御状１通」、これを江戸越州様御屋敷、大鳥丈太夫様より受取り、間違い
なく佐塚佐次右衛門様に届ける、但し、賃代は済、とある。

原
本

状 1 上：１０７

３
別２２

Ｘ 記載なし 書状
○山ざきのえ
●さつかかもじ

暑さ厳しい折から、何よりの品頂いた。すなわち、梨を送ってもらった、その
礼状を書き付ける。

原
本

状 1 上１０７

４
別５５

Ⅰ
１１

明治３７年３月１５日
（１９０４年）

東京朝日新聞附録
○記載なし
●記載なし

見出し：・牛荘方面の敵情、・平壌前面の敵情、・旅順陥落と英仏新聞伝え
る（誤報）、・駆逐艦が死傷者を乗せて佐世保に帰着、等。

原
本

ザラ
紙 5 上１０７

５
別３８

Ⅰ
１１

明治３７年３月３０日
（１９０４年）

静岡民友新聞　号外
○静岡民友新聞社（発行）
●記載なし

繁栄丸がロシア艦隊に追捕され、日本人１０名・支那人７名が捕われたこ
と。外に、旅順を中心として展開する戦時模様を紹介する。

原
本

ザラ
紙 3 上１０７

６
別７１

Ⅰ
１１

明治３７年３月３０日
（１９０４年）

東京日日新聞　号外
○日報社（発行所）
●記載なし

東郷連合艦隊司令長官に、旅順港口の閉鎖盛挙につき、天皇より励まし
の言葉が下る。

原
本

ザラ
紙 7 上１０７

７
別４６

Ⅰ
１１

明治３７年３月３０日
（１９０４年）

静岡新報　号外
○静岡新報社（発行）
●記載なし

旅順港をめぐる日露の争い、その一端を報じたもの。繁栄丸は追捕され、
日本人１０名が捕えられた、等を伝えている。

原
本

ザラ
紙 3 上１０７

８
別２５

Ⅰ
１１

明治３７年４月１日
（１９０４年）

報知新聞　号外
○記載なし
●記載なし

病院船神戸丸の第２回旅順口閉鎖作戦が、杉野兵曹長　外　決死隊死傷
者の様子を紹介したもの。

原
本

ザラ
紙 5 上１０７

９
別５９

Ⅰ
１１

明治３７年4月１日
（１９０４年）

東京朝日新聞　付録
○記載なし
●記載なし

旅順口閉鎖作戦の模様を伝える。日本の思うようには行かぬ様子が報じら
れる。

原
本

ザラ
紙 2 上１０７

１０
別３９

Ⅰ
１１

明治３７年８月１２日
（１９０４年）

静岡民友新聞　第１号外
○静岡民友新聞社（発行）
●記載なし

旅順口閉鎖作戦の前哨戦として、そのロシア艦の動きを伝えたもの。
原
本

ザラ
紙 1 上１０７

１１
別４０

Ⅰ
１１

明治３７年８月１２日
（１９０４）

静岡民友新聞　第３号外
○静岡民友新聞社（発行）
●記載なし

旅順の大激戦で、旅順陥落説伝わる（誤報）。その他ロシアの駆逐艦破
損、的の増援艦に付き報じたもの。

原
本

ザラ
紙 1 上１０７

１２
別６

Ⅰ
１１

（明治３８年）　１月
（１９０５年）

（報知新聞専売所　号外）
○遠江国金谷町：佐塚文化堂（ゴム印）
●記載なし

報知新聞特電：旅順陥落、委細は更に再販にて、とある。
サイズ：36×
26．5ｃｍ

原
本

印
刷
紙

5 上１０７

１３
別４７

Ⅰ
１１

明治３８年１月３０日
（１９０５年）

静岡新報　第２号外
○静岡新報社（発行）
●記載なし

渾河大捷戦として敵艦の撃退、占領追撃、ロシア兵捕虜５００人、と伝え
る。

原
本

ザラ
紙 3 上１０７

１４
別４８

Ⅰ
１１

明治３８年１月３１日
（１９０５年）

静岡新報　第２号外
○静岡新報社（発行）
●記載なし

満州郡の戦況を、右翼軍方面・中央軍方面・左翼軍方面から報じている。
原
本

ザラ
紙 5 上１０７

１５
別４１

Ⅰ
１１

明治３８年３月４日
（１９０５年）

静岡民友新聞 第４０３６号
○記載なし
●記載なし

日露戦争前線の活動を伝えたもの。つまり、興京方面・本渓湖方面、沙河
方面のこと、外に、爵位授与、密輸船拿捕のことなど。

原
本

ザラ
紙 5 上１０７

１６
別７２

Ⅰ
１１

明治３８年３月９日
（１９０５年）

国民新聞　号外
○発行：東京　国民新聞社
●記載なし

奉天占領、敵軍総退却、我が軍追撃、を報じる。
原
本

ザラ
紙 3 上１０７

　　　　　　　　　　　地区番号：９　地区名：金谷町佐塚家文書目録（別類）

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

１７
別６５

Ⅰ
１１

明治３８年３月９日
（１９０５年）

時事新報　号外
○合名会社：時事新報社
●記載なし

沙河方面の戦況～日本軍の優勢を報じたもの。
原
本

ザラ
紙 1 上１０７

１８
別６７

Ⅰ
１１

明治３８年３月１０日
（１９０５年）

中央新聞　号外
○発行所：中央新聞社
●記載なし

大戦報～最右翼軍の進捗、敵を渾河に圧す。左翼は攻撃、前進中、と報
じる。

原
本

ザラ
紙 2 上１０７

１９
別２９

Ⅰ
１１

明治３８年３月１０日
（１９０５年）

報知新聞　第４号外
○発行：東京　報知社
●記載なし

撫順占領を伝える号外。本号外を夜半の１２時に発行している。 紙劣化
原
本

ザラ
紙 10 上１０７

２０
別４９

Ⅰ
１１

明治３８年３月１１日
（１９０５年）

静岡新報　第２号外
○静岡新報社（発行）
●記載なし

日本軍の追進撃、益々進む、として興京方面・沙河方面の状況を報せた
もの。

原
本

ザラ
紙 6 上１０７

２１
別３１

Ⅰ
１１

明治３８年３月１２日
（１９０５年）

報知新聞　号外
○報知（発行所）
●記載なし

奉天の敵兵全滅、日本軍に包囲され、一部が逸走したのみで、３万～４万
を生け捕りし、その他は死傷、とある。

サイズ：20．
5×　27．5ｃ
ｍ

原
本

ザラ
紙 6 上１０７

２２
別３０

Ⅰ
１１

明治３８年３月１２日
（１９０５年）

報知新聞　第３号外
○報知社（発行所）
●記載なし

午後８時発行の号外、沙河方面にて敵軍大損害、その屍体２６５００人、そ
の他死傷９万人とし、戦利品（武器）を挙げている。

原
本

ザラ
紙 5 上１０７

２３
別５２

Ⅰ
１１

明治３８年３月１２日
（１９０５年）

静岡新報　第１号外
○静岡新報社（発行）
●記載なし

「進撃益々急」という見出しで、興京方面の戦況様子、包囲完成とし、沙河
方面の敵の潰走を報せる。最後に、小文字で、日本側兵の死傷２７０００人
とある。

原
本

ザラ
紙 4 上１０７

２４
別５０

Ⅰ
１１

明治３８年３月１２日
（１９０５年）

静岡新報　第２号外
○静岡新報社（発行）
●記載なし

日露戦争、沙河方面の戦いで、敵の損害を、捕虜・戦利品・死傷者につ
き、その数を報せる。

原
本

ザラ
紙 2 上１０７

２５
別５１

Ⅰ
１１

明治３８年３月１４日
（１９０５年）

静岡新報　第１号
○静岡新報社（発行社）
●記載なし

我が軍益々北進、敵軍の投降者続出、そして、興京方面・沙河方面の動
向を挙げる。また戦利品も挙げている。　※「乃木大将は健全」という見出
しで、戦死の風説があったが、これは過ちで、属隊の旅団長前田少将の
負傷が訛伝されたもの。

原
本

ザラ
紙 7 上１０７

２６
別６０

Ⅰ
１１

明治３８年３月１８日
（１９０５年）

東京朝日新聞　号外
○村山合名東京朝日新聞会社（発行）
●記載なし

・クロパトキン満州軍総司令官の職を退き、ウイッテ将軍が後任に着く。・ロ
シアに講和論おこる、と報じる

原
本

ザラ
紙 10 上１０７

２７
別３２

Ⅰ
１１

明治３８年３月１８日
（１９０５年）

報知新聞　号外
○報知社（発行所）
●記載なし

鉄嶺付近の戦況を告げる。すなわち、昨１６日、日本軍の一部隊が、砲兵
をもつ敵兵約８中隊を駆逐した、と報じる。

原
本

ザラ
紙 7 上１０７

２８
別６９

Ⅰ
１１

明治３８年３月２０日
（１９０５年）

中央新聞　号外
○東京　中央新聞社
●記載なし

第一部隊は１９日、開原を占領した、と報じる。
原
本

ザラ
紙 2 上１０７

２９
別３３

Ⅰ
１１

明治３８年３月２０日
（１９０５年）

報知新聞　号外
○報知社（発行）
●記載なし

日本軍は１９日午前４時、開原に進入し、これを占領した、と報じたもの。
原
本

ザラ
紙 8 上１０７

３０
別３２

Ⅰ
１１

明治３８年３月２０日
（１９０５年）

静岡民友新聞 第１号外
○静岡民友新聞社（発行）
●記載なし

開原占領の模様を伝えた号外。
原
本

ザラ
紙 5 上１０７

３１
別５３

Ⅰ
１１

明治３８年３月２７日
（１９０５年）

静岡新報　第１号外
○静岡新報社（発行）
●記載なし

１、その後の戦況～興京の敵は海竜庁に向かい退却、２、捕虜中、非戦闘
員の放還、３、敵艦隊の彷徨～インド洋に現れる？　４、ロシア都に講和
説、など報道。

原
本

ザラ
紙 5 上１０７

３２
別５４

Ⅰ
１１

明治３８年３月３１日
（１９０５年）

静岡新報第３６４１号付録
○静岡新報社（発行）
●記載なし

見出し：①本邦公債未曾有の大成功～日本公債の申込倍増、②敵艦来
航～軍艦３０隻、石炭供給船１４隻、これらがマダガスカル島北を航行。③
敵軍の窮状～食料供給品は僅か５日間のみ。

原
本

ザラ
紙 7 上１０７

３３
別４３

Ⅰ
１１

明治３８年４月３日
（１９０５年）

静岡民友新聞 第２号外
○静岡民友新聞社（発行）
●記載なし

開原占領のわが兵団は、３月３１日、綿花街の敵を駆逐し、この地を占領し
た、と伝える。

原
本

ザラ
紙 2 上１０７

３４
別５５

Ⅰ
１１

明治３８年４月３日
（１９０５年）

静岡新報　第２号外
○静岡新報社（発行）
●記載なし

開原占領日本兵団は、３月３１日、綿花街の敵を駆逐し占領。
原
本

ザラ
紙 5 上１０７



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

３５
別３４

Ⅰ
１１

明治３８年４月１０日
（１９０５年）

報知新聞　号外
○報知社（発行）
●記載なし

ロシア艦隊が、４月１０日午前１時、アナンバ群島のマンキより東北約２０マ
イルの所に碇泊中と、ロシア艦隊の所在を報せたもの。

原
本

ザラ
紙 2 上１０７

３６
別３５

Ⅰ
１１

明治３８年４月１２日
（１９０５年）

報知新聞　号外
○報知社（発行）
●記載なし

バルチック艦隊の本隊が、シンガポール南島バカン島のモントク港にある
ことを報せたもの。

紙劣化
原
本

ザラ
紙 7 上１０７

３７
別５６

Ⅰ
１１

明治３８年４月２８日
（１９０５年）

静岡報知　第１号外
○静岡報知社（発行）
●記載なし

見出し：①敵艦隊碇泊中～バルチック艦隊はカムラン北方にあり。②各港
中立厳守～海岸砲台を武備し、イギリス艦隊は南方にてこれを待ち受けて
いる。

原
本

ザラ
紙 1 上１０７

３８
別３６

Ⅰ
１１

明治３８年４月３０日
（１９０５年）

報知新聞　号外
○報知社（発行）
●記載なし

ロンドン特電：①２個のロシア艦隊（７８隻）がマラッカ海峡通過。②ロシア
都で、コサック兵の擾乱の恐れあり、との報せ。

原
本

ザラ
紙 3 上１０７

３９
別４４

Ⅰ
１１

明治３８年５月６日
（１９０５年）

静岡民友新聞 第２号外
○静岡民友新聞社（発行）
●記載なし

①５月５日午前１１時半、ロシア水雷艇４隻が、持田岬にて帆船を包囲、大
砲２発を放つ。②ロシア第３艦隊は、５日未明マラッカを通過した、と伝え
る。

原
本

ザラ
紙 6 上１０７

４０
別８７

Ⅰ
１１

昭和１６年９月１０日
（１９４１年）

週報　家庭防空の手引
○情報局（編集）　内閣印刷局（発行）
●記載なし

①空襲から如何に国土を護るか、②防空と国民精神、③隣組は焼夷弾を
どう防ぐか、④爆弾をどう防ぐか、⑤空襲時に処する国民の心構え、以上
の５項目で構成されるが、とりわけ③に重点。「付」として、灯火管制の心得
あり、全４７ページ。

原
本

情
報
誌

1 上１０７

４１
別５７

Ⅱ
３

明治２５年１２月２７日
（１８９２年）

静岡新報商況付録
○記載なし
●記載なし

見出し：・静岡期米　・東京期米　・正米市場　・東京株式　・横浜生糸　・
大坂株式　等を掲載。

原
本

ザラ
紙 4 上１０７

４２
別４

Ⅱ
３

明治３８年１月
（１９０５年）

戦時織物税御通報
○駿洲島田町：松村呉服店
●御得意各位

戦時織物税の法定化は業界としては反対、第２０議会にてはこれを否決、
しかし今２１議会にて貴族・衆議院両院で妥協案が成立する。しかしこれも
業界の反対運動・陳情の結果として、現在品は営業税に割当・課税とな
り、品物への直接課税はなくなった。店では既製品は現在通りの直段にて
販売、とある。

原
本

印
刷
紙

4 上１０７

４３
別６８

Ⅱ
７

明治１１年１月
（１８７８）年

第15号
静岡県御書籍売捌通

○静岡県下浜松連雀町　製本所：一貫社(裏表紙)
●佐塚半三郎（裏表紙）

本の売捌き先とその代金を、月日順に記載している。明治１０年１２月から
始め、同１２年３月まで。

原
本

横
半

1 上１０７

４４
別１８

Ⅱ
７

明治１３年１月
（１８８０年）

御魚之通
○嶋喜
●佐塚

1月～１２月、佐塚家が購入した海・山のものを、日々、月日順に記載して
いる。１ヶ月ごと、その終りに月の集計がなされている。

原
本

横
半

1 上１０７

４５
別９０

Ⅱ
７

明治１４年１月
（１８８１年）

御油通
○油や：孫左衛門（裏表紙）
●佐塚様（裏表紙）

油の小口売りで、１月６日からはじめ、翌年の１月２日まで、月日順に、代
価と売量を記載している。

原
本

横
半

1 上１０７

４６
別２４

Ⅱ
７

明治１８年
（１８８５年）

新聞社取引計算
○記載なし
●記載なし

大勢新聞勘定として、明治１７年１２月分～１８年１２月分までの取引勘定、
外に、東京京橋元数寄屋町東海堂の計算７月分より、など。

原
本

横
半

1 上１０７

４７
別１３

Ⅱ
７

明治４３年
（１９１０年）

（佐塚文化堂営業　ＰＲ）
○（佐塚文化堂）
●記載なし

円山応挙のつがいの犬の絵、明治４３年の１枚暦、その背景には紅梅を描
き、営業物は新聞書籍・薬種売薬・学校用品、としている。

原
本

印
刷
紙

3 上１０７

４８
別１

Ⅱ
９

（明治３９年）４月１８日
（１９０６年）

改正新橋（東京）神戸間汽
車時間及び賃金表

○発行所：静岡新報社
●記載なし

神戸：朝１０時発～新橋には翌日の午前５時５６分に着く。現在の静岡県
下の駅名では、当時次のようによばれていた。磐田が中泉、菊川が堀之
内、清水が江尻、等で、沼津から御殿場をまわり国府津に出る。

原
本

印
刷
紙

1 上１０７

４９
別２０

Ⅱ
９

明治４１年
（１９０８年）

乗客必携
○帝国鉄道庁運輸部
●記載なし

乗車券の割引・通用期限・途中下車・割増運賃、それから、通行税・急行
券料金、等を掲げる。裏面には、日本地図に全国主要鉄道を提示する。

原
本

活
字
本

1 上１０７



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

５０
別８９

Ⅱ
９

大正４年１２月
（１９１５年）

汽車時刻便覧
○特約販売店　遠州金谷町：文化堂書店
●記載なし

名古屋ー木曽福嶋間、名古屋ー亀山間、東京ー神戸間、以上の上り・下
り時刻表。

原
本

厚
紙

3 上１０７

５１
別２

Ⅲ
６

記載なし
中将湯

（チラシ）

○ヘルプ本舗　東京日本橋・大坂境筋大宝寺町
の津村順天堂　　大販売：遠江金谷町　佐塚文化
堂
●記載なし

婦人薬の中将湯のＰＲ（表）。裏には、下痢止めヘルプの男子へのＰＲあ
り。中将湯は１週間分６０銭、１日分は１０銭。ヘルプは量により１０銭から１
円まであり。

原
本

印
刷
紙

3 上１０７

５２
別３

Ⅲ
６

記載なし
象印ミルク
（チラシ）

○発売元：太陽五方薬本鋪、内外売薬化粧品・薬
種滋養品問屋：大橋博愛堂（東京日本橋区本石
町）
●記載なし

象印ミルクの長所・用方を箇条書きに記す。裏面には、解毒薬太陽丸のＰ
Ｒ、これらを常備薬として強調する（１日分が７銭）。

原
本

印
刷
紙

2 上１０７

５３
別１４

Ⅲ
６

記載なし （小児薬ＰＲ　標紙）
○製剤本鋪　下総佐原町：堤好文堂
●記載なし

次の症状に効用あり、として挙げる。・のどにたん、ねつ、顔色悪く、泣いて
むつかしきによい、・乳を吐き、喰い過ぎ、夜泣き、虫五癇によし、など。

原
本

印
刷
紙

1 上１０７

５４
別１５

Ⅲ
６

記載なし （敬震丹　ＰＲ　標紙）
○発売所：本家　阿波国徳島市大工町　犬伏元負
堂
●記載なし

大人、小児の熱さまし＝敬震丹。
原
本

印
刷
紙

1 上１０７

５５
別１６

Ⅲ
６

記載なし （医薬品「胃活」のＰＲ）
○（東京　山田安民）
●記載なし

胃病新薬「胃活」は、有りふれた一時的な安売薬ではない。病は軽い間に
養生せよ、とある。

原
本

印
刷
紙

1 上１０７

５６
列８６

Ⅲ
７

大正１２年１０月２８日
（１９２３年）

関東震災画報
第三輯

○大坂毎日新聞社（発行）
●記載なし

①罹災写真２０枚、②大震・大火 全記  から構成され、後者には、戒厳地
域内警備配置図、東京・横浜火災地図等、資料的なものもある。

原
本

画
報

1 上１０７

５７
別８１

Ⅳ
１

明治９年１０月
（１８７６年）

新訂童子便
（手習本）

○編集・出版：浅草区三好町：大川錠吉
●記載なし

七体いろは・名頭尽・日本国尽などがある　。東京書肆聚栄堂倉版より。
原
本

竪
帳

1 上１０７

５８
別２７

Ⅳ
１

明治１２年１月
（１８７９年）

買物帳
金谷学校

○記載なし
●記載なし

１月２０日：金１４銭５厘、上白墨１箱、佐塚屋。同２８日：金１銭５厘、半紙１
状、佐塚屋など、１２月２０日までの記録。

原
本

横
半

1 上１０７

５９
別２１

Ⅳ
１

明治２６年３月２８日
（１８９３年）

佐野・城東郡尋常小学校
教授細目

○佐野・城東郡役所第１課（発行）
●記載なし

修身、読書、作文、習字、算術、体操があって、その中でも特に、修身科
は、勅語の旨趣に基づき毎学年、道徳全体に渉るようにする。体操科は男
女を分けない。算術は３年より珠算を用いる、としている。１年を３７週として
３期に分ける（今の１・２・３学期に相当する）。

原
本

活
字
本

1 上１０７

６０
別７４

Ⅳ
１

大正４年７月
（１９１５年）

静岡県教育時報
臨時増刊

○静岡教育会
●記載なし

静岡県下における天然記念物と旧跡を、市町村ごとに分けて紹介する。
原
本

雑
誌

1 上１０７

６１
別１２

Ⅳ
１

大正4年１１月１２日
（１９１５年）

大典奉祝大運動会競技一
覧

○静岡県掛川中学校校友会
●記載なし

トラック種目中心：２００・４００・８００・１０００mがあり、また、計算競争・武装
競争・抽選競争・自転車競走・単脚競争・障害物競走などがある。

原
本

印
刷
紙

1 上１０７

６２
別８８

Ⅳ
１

昭和１１年１月１６日
（１９３６年）

静岡県郷土唱歌
上巻・下巻

○京文社発行、吉見書店・谷島屋書店（売捌所）
●記載なし

文部省検定済、①上巻（１４曲）：富士登山、三保、遠州灘、牧野原茶園、
徳川家康、山田長政、金原明善、　②下巻（１４曲）：温泉めぐり、浜名湖、
大井川下り、天竜川下り、小夜の中山、江川坦庵、賀茂真淵、今川義元、
上・下共　ｐ２９。

原
本

印
刷
紙

2 上１０７

６３
別２８

Ⅳ
４

明治１３年２月
（１８８０年）

王陽明文粋
○出版人：京都　山川九一郎
●記載なし

１～４巻のセットになっている。明代に、陽明学を成立させた学者、多くの
書を出しているが、その文粋を４冊にまとめる。

サイズ：８，５
×１３cm

原
本

横
半

1 上１０７

６４
別７５

Ⅳ
４

明治１３年１０月
（１８８０年）

近世先哲叢談　正編
巻上

○松村　操　著
●記載なし

中井竹山、古賀精里、柴野栗山、尾藤二洲、頼　春水、など１１名を挙げ
ている。

原
本

竪
帳

1 上１０７

６５
別７６

Ⅳ
４

明治１５年
（１８８２年）

続近世先哲叢談
上・下

○松村　操　著　武田伝右衛門　発行
●記載なし

上巻：皆川淇円、村田春海、林j述斉など１４名を紹介、下巻：佐等一斉、
安積艮斉、大槻磐渓など８名を紹介。

原
本

竪
帳

2 上１０７

６６
別７７

Ⅳ
４

明治２３年
（１８９０年）

四声篆書　広通字林玉篇
大全

○佐藤楚材　編、大川屋書店　発行
●記載なし

漢学字典、平・上・去・入の四声韻字と平仄　訓訳を示す。
原
本

横
帳

1 上１０７

６７
別８２

Ⅳ
４

明治２６年３月２５日
（１８９３年）

濃尾震誌
○編集・発行者：片山逸郎　発行所：勝沼武一
●記載なし

第１編：地震汎論、第２編：濃尾地震上、第３編：濃尾地震下、第４論：次新
研究、第５編：災余瑣譚　から成るｐ２４１の書物。

原
本

印
刷
本

1 上１０７

６８
別７８

Ⅳ
４

明治２６年４月
（１８９３年）

袖珍康煕字典　全
○いろは字典発行所
●記載なし

明治40年第１０版発行。四声を表示する。漢和字典。
原
本

竪
帳

1 上１０７

６９
別８０

Ⅳ
４

明治３０年９月３日
（１８９７年）

通俗征清記
○東京図書出版合資会社（発行所）
●記載なし

発端は東学党の乱、第１回（第１話）の「わが国の出兵」～第１７１回（第１７
１話）の「近衛師団の凱旋と靖国神社臨時大祭」までを載せる。Ｐ４４０の書
物

原
本

横
帳

1 上１０７

７０
別７９

Ⅳ
４

明治３２年１２月
（１８９９年）

静岡誌
○編集・発行：山口井太郎
●記載なし

静岡市の郷土誌、全１８１ページ。
原
本

活
版

1 　 上１０７



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

７１
別８４

Ⅳ
４

明治３８年８月９日
（１９０５年）

実益伊呂波新字典　全
○発行所:岡村盛花堂
●記載なし

全２３５ページ、ポケット携帯用の漢字字典。
原
本

竪
帳

1 上１０７

７２
別６６

Ⅳ
４

明治３９年１２月２１日
（１９０６年）

東京二六新聞　ＰＲ
○発行・編集人：本吉豊次郎
●記載なし

新年大付録：二六家庭暦、新春の大福引：三越・白木・大丸の呉服店に飾
りつけ、１等～８等まで。

原
本

ザラ
紙 10 上１０７

７３
別２６

Ⅳ
４

明治４０年９月
（１９０７年）

康熙字典
○東京いろは字典発行所
●記載なし

初版は明治２６年４月。定価７５銭、総目より１１８枚の辞書。
原
本

竪
帳

1 上１０７

７４
別４５

Ⅳ
４

明治４１年４月１９日
（１９０８年）

静岡民友新聞
第５０２３号付録

○静岡民友新聞社（発行）
●記載なし

①聖上・皇后両陛下の浜離宮行幸・観桜会催しのこと、②伏見宮第１王子
の御重患のこと、③関税改正の調査のこと、などを伝える。

原
本

ザラ
紙 1 上１０７

７５
別６２

Ⅳ
４

明治４１年
（１９０８年）

東京朝日新聞
○記載なし
●記載なし

来年（明治４２己酉年）の掲載予定を紹介、とりわけ、新年大付録として小
倉百人一首（中村不折画、岡田起作書）を派手にＰＲ。

原
本

ザラ
紙 3 上１０７

７６
別８３

Ⅳ
４

明治４５年５月１５日
（１９１２年）

新撰活益　明治王　編
○発行所：井上一書堂（大阪）、国文館書店（東
京）
●記載なし

携帯緩和字典。
原
本

竪
帳

1 上１０７

７７
別８５

Ⅳ
４

（昭和初年） 東海の名物大井川輦台越
○大井川保勝会（島田町役場に事務所）
●記載なし

伝存資料に依らず、もっぱらかつての川越人足（古老）の話を基に文章を
起こし、輦台越を紹介している。　Ａ３よりやや大きい洋紙の表裏２段組。

原
本

洋
紙

1 上１０７

７８
別５

Ⅳ
４

記載なし
挿画訂訳英和対訳新辞林

標紙
○記載なし
●記載なし

表題辞書の売り出しＰＲ、西洋本の綴りで、美本１冊とし、村尾醒渓先生の
閲と序、松村為亮先生纂訳、としている。

原
本

印
刷
紙

1 上１０７

７９
別７

Ⅳ
４

記載なし
（辞書売出しのＰＲ）

標紙
○記載なし
●記載なし

文学士：高田早苗　序、坪谷善四郎　編、「万国憲法」博文館版、とある。
原
本

印
刷
紙

1 上１０７

８０
別８

Ⅳ
４

記載なし
（全書売出しＰＲ）

標紙
○記載なし
●記載なし

実用教育新撰「百科全書」　全２４巻　正価１円１５銭、東京博文館出版、と
ある。

原
本

印
刷
紙

1 上１０７

８１
別９

Ⅳ
４

記載なし
（博文館創業３０周年記念
書物売出しーＰＲ標紙）

○記載なし
●記載なし

・少年世界増刊　チャンピオン、・少女世界増刊、お話３０、読者大会６月２
日～３日開催、とある。同様の記念発行として「日本と世界」　「武士と町
人」のＰＲ紙あり。

原
本

印
刷
紙

3 上１０７

８２
別７０

Ⅳ
４

記載なし 見よ見よ静岡新報
○記載なし
●記載なし

新聞のＰＲ：県下第一の静岡新報、総選挙と静岡新報、茶況蚕況と静岡新
報、とある。

原
本

ザラ
紙 6 上１０７

８３
別６４

Ⅳ
４

記載なし （時事新報　ＰＲ）
○記載なし
●記載なし

「日本一の時事新報」として、新年画付録に洋画の和田三造の「晴れ着」
を月極め購読者に無量進呈、とある。「米の飯は身体の栄養、時事新報は
頭の食物」として、その絵を載せる。

原
本

ザラ
紙 1 上１０７

８４
別６３

Ⅳ
４

記載なし （東京朝日新聞のＰＲ）
○記載なし
●記載なし

発刊以来２０有余年の歴史を持つ新聞として宣伝、新年の付録として、「丹
鳳朝陽図」を紹介する。

原
本

ザラ
紙 8 上１０７

８５
別７３

Ⅳ
４

記載なし （国民新聞ＰＲ）
○国民新聞特約店：金谷文化堂
●記載なし

年中無休、見本紙入用の者へは無代進呈、代価は特別大勉強、とある。
原
本

ザラ
紙 3 上１０７

８６
別１０

Ⅳ
５

記載なし 竹箆太郎物語　巻之６
○記載なし
●記載なし

「土佐丸謀りて伯父弾正を害する事」の見出しで、巻之６の物語が展開す
る。

丁数１６枚
紙疲弊

原
本

竪
帳

1 上１０７

８７
別１９

Ⅴ
２

明治１７年１１月
（１８８４年）

山下久太郎編　静岡県名
士列伝上・下

○遠江国敷知郡浜松：山下久太郎（出版）
●記載なし

上巻：岡田良一郎、入江長八、佐藤源吉など７名、下巻：丸尾文六、金原
明善、依田佐二平など９名を挙げる。

原
本

横
半

2 上１０７

８８
別６１

Ⅴ
６

明治４０年７月２５日
（１９０７年）

東京朝日新聞 第２号外
○村山合名：東京浅井新聞会社
●記載なし

「新協約全文」の見出しで、１条～７条までを揚げ、第三次日朝協約の調
印を紹介している（この協約で韓国内政全般を統監＝伊藤博文の指導下
においた）。

原
本

ザラ
紙 2 上１０７

８９
別３７

Ⅴ
６

明治４３年８月２９日
（１９１０年）

報知新聞 号外
○報知社（発行）
●記載なし

①韓国併合の詔を掲載（８月２９日）、②韓帝王の詔を載せる（８月２９日）、
③併合に伴う大赦の詔、④韓国の国号を朝鮮と称すること、⑤合併条約発
表（１～８条）を紹介。

原
本

ザラ
紙 3 上１０７

９０
別２３

Ⅴ
６

大正９年４月１日
（１９２０年）

東京市街地図
○大売捌所　神田区美土代町　富田文陽堂、上
方屋書店
●記載なし

２万分の１の地図。当時は神田区、日本橋区、京橋区、芝区等、１５区あっ
て今とはかなり違う。裏面には、市街電車図、市内名勝案内、町名索引な
どがある。

原
本

絵
図

1 上１０７

９１
別９１

Ⅱ
７

明治８年１０月２４日
（１８７５年）

商事日記
○佐塚店（表紙）
●なし

「記」として、商品における江戸時代の貨幣（銭・文）から近代貨幣（円・銭）
への交換レートを記載する。また例えば、酒屋については、新宿では誰、
横岡では誰、金谷では誰･･････というように、「覚」的に地区営業者の名前
を列挙している。

原
本

横
半

1 上１０７

９２
別92

Ⅳ
４

明治３７年２月１４日
（１９０４年）

報新時事　第7591号
○欠
●記載なし

株式・製茶・外国為替の相場を記載している。
一部破損
紙の疲弊あ
り

原
本

新
聞
紙

1



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

９３
別93

Ⅳ
４

明治３７年３月１４日
（１９０４年）

東京朝日新聞　号外
○東京朝日新聞社
●記載なし

日露戦争に関する記事の号外。旅順港外にて日本の駆逐艦巡洋艦との
激戦を報じている。

紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

９4
別94

Ⅳ
４

明治３７年12月８日
（１９０４年）

東京朝日新聞　号外
○東京朝日新聞社
●記載なし

日露戦争に関する号外。旅順公報。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

９５
別95

Ⅳ
４

明治３８年２月２８日
（１９０５年）

静岡民有新聞　第１号外
○静岡民有新聞社
●記載なし

日露戦争に関する号外。青河城占領を報じたもの。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

９６
別96

Ⅳ
４

明治３８年３月１０日
（１９０５年）

静岡民有新聞　第３号外
○静岡民有新聞社
●記載なし

日露戦争に関する号外、奉天占領を報じたもの。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

1

９７
別97

Ⅳ
４

明治３８年３月１０日
（１９０５年）

東京二六新聞付録
第330号

○記載なし
●記載なし

株式市場に関する記事が書かれている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

1

９８
別98

Ⅳ
４

明治３８年３月１１日
（１９０５年）

東京二六新聞付録
第331号

○記載なし
●記載なし

株式市場に関する記事が書かれている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

1

９９
別99

Ⅳ
４

明治３８年３月１１日
（１９０５年）

静岡民友新聞　第１号外
○静岡民友新聞社
●記載なし

日露戦争に関する号外、撫順城占領を報じている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

1

100
別
100

Ⅳ
４

明治３８年３月１２日
（１９０５年）

朝日新聞　号外
○東京朝日新聞社
●記載なし

日露戦争の戦況を報じた号外。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

101
別
101

Ⅳ
４

明治３８年３月１２日
（１９０５年）

静岡民友新聞　付録
○静岡民友新聞社
●記載なし

王子製紙と天龍運輸についての記事を載せる。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

1

102
別
102

Ⅳ
４

明治３８年３月１２日
（１９０５年）

静岡民友新聞　4043号付
録

○静岡民友新聞社
●記載なし

撫順・奉天方面への追撃に関する記事を報じる。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

103
別
103

Ⅳ
４

明治３８年３月１２日
（１９０５年）

東京朝日新聞　号外
○東京朝日新聞社
●記載なし

日露戦争におけるロシア側の状況を報じている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

104
別
104

Ⅳ
４

明治３８年３月１６日
（１９０５年）

静岡新報　第５号外
○静岡新報社
●記載なし

日露戦争に関する号外、仏国よりロシア軍の様子を伝える記事を載せる。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

105
別
105

Ⅳ
４

明治３８年３月２１日
（１９０５年）

静岡民友新聞　第１号外
○静岡民友新聞社
●記載なし

日露戦争においての負傷・病者の数を報じている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

106
別
106

Ⅳ
４

明治３８年３月２１日
（１９０５年）

静岡新報　付録第3632号
○静岡新報社
●記載なし

各銀行の明治37年度下半期分の成績が記載される。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

107
別
107

Ⅳ
４

明治３８年３月２２日
（１９０５年）

萬朝報　第4149号
○記載なし
●記載なし

株式取引に関する記事を載せている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

1

108
別
108

Ⅳ
４

明治３８年３月２３日
（１９０５年）

静岡新報　第弐号号外
○静岡新報社
●記載なし

日露戦争における戦況を伝える。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

109
別
109

Ⅳ
４

明治３８年３月３０日
（１９０５年）

報知新聞　号外
○報知社
●記載なし

日露戦争におけるロシアの司令官に関することや日本軍の状況などを報
じている。

紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

110
別
110

Ⅳ
４

明治３８年３月３１日
（１９０５年）

静岡民友新聞　第１号外
○静岡民友新聞社
●記載なし

日露戦争についての号外、平和締結に向かう旨が書かれている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

1

111
別
111

Ⅳ
４

明治３８年３月３１日
（１９０５年）

静岡新報　第1号外
○静岡新報社
●記載なし

日露戦争に関する号外、ロシアとの平和締結に関する記事が書かれてい
る。

紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

112
別
112

Ⅳ
４

明治３８年４月１０日
（１９０５年）

静岡新報　第壱号外
○静岡新報社
●記載なし

日露戦争についての号外、満州の陣況、敵艦隊の東航状況が書かれて
いる。

紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

113
別
113

Ⅳ
４

明治３８年４月１０日
（１９０５年）

静岡民友新聞付録
4064号

○静岡民友新聞社
●記載なし

日露戦争について書かれている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

1

114
別
114

Ⅳ
４

明治３８年４月１１日
（１９０５年）

静岡民友新聞付録
4067号

○静岡民友新聞社
●記載なし

日露戦争の戦況を報じた号外、満州軍の前途について、７月にハルピン
へ進攻の計画が書かれている。

紙疲弊
原
本

新
聞
紙

1

115
別
115

Ⅳ
４

明治３８年４月１４日
（１９０５年）

萬朝報　４１７３号
○記載なし
●記載なし

東京株式取引所における株式と米穀の取引の状況などを記載している。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

116
別
116

Ⅳ
４

明治３８年４月１８日
（１９０５年）

報知新聞　号外
○報知新聞社
●記載なし

日露戦争に関する号外、日本軍はロシアの給炭船を捕獲、とある。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

117
別
117

Ⅳ
４

明治３８年４月２３日
（１９０５年）

静岡新報　第１号外
○静岡新報社
●記載なし

日露戦争の状況を記載している。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

118
別
118

Ⅳ
４

明治３８年４月２３日
（１９０５年）

静岡新報　第弐号外
○静岡新報社
●記載なし

日露戦争に関する記事を載せている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

1

119
別
119

Ⅳ
４

明治３８年４月２４日
（１９０５年）

静岡新報　第１号外
○静岡新報社
●記載なし

日露戦争に関する記事、露の艦隊について仏より通告を受ける。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

120
別
120

Ⅳ
４

明治３８年４月２４日
（１９０５年）

静岡民有新聞　第１号外
○静岡民有新聞社
●記載なし

日露戦争に関する記事を載せている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

121
別
121

Ⅳ
４

明治３８年４月２８日
（１９０５年）

静岡新報　第１号外
○静岡新報社
●記載なし

日露戦争に関する記事を載せている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

122
別
122

Ⅳ
４

明治３９年８月
（１９０６年）

公証事務開始
○掛川区裁判所管内　公証人従六位：佐藤正誠
●記載なし

掛川区裁判所管内に事務所を開設した旨の案内のチラシ。 紙疲弊
原
本

印
刷
物

2

123
別
123

Ⅳ
４

明治３９年１２月
（１９０６年）

時事新報配達料金値上げ
○取次店
●記載なし

明治40年1月から料金の改正あり、引き続き購読をお願いする内容のチラ
シ。元旦には美麗なる付録を贈ります、とある。

紙疲弊、破
損

原
本

新
聞
紙

2

124
別
124

Ⅳ
４

明治４１年３月２５日
（１９０８年）

静岡新報　号外
○静岡新報社
●記載なし

宮中にて大臣親任式が行なわれる旨の記事を載せる。
紙疲弊、破
損

原
本

新
聞
紙

2

125
別
125

Ⅳ
４

明治４１年４月２８日
（１９０８年）

静岡民有新聞（第5030号）
付録

○静岡民有新聞社
●記載なし

東宮御引見、国債還状況などの記事を載せる。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

126
別
126

Ⅳ
４

明治４１年５月１７日
（１９０８年）

静岡新報　号外
○静岡新報社
●記載なし

県議会議員選挙の郡部当選者9名の得票数が書かれている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

127
別
127

Ⅳ
４

明治４２年１０月２６日
（１９０９年）

静岡民有新聞　号外
○静岡民有新聞社
●記載なし

伊藤博文公暗殺が報じられた号外。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

128
別
128

Ⅳ
４

明治４３年５月２１日
（１９１０年）

国民新聞　号外
○国民新聞社
●記載なし

大相撲の新番付表を載せた号外。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

129
別
129

Ⅳ
４

記載なし 報知新聞　特電
○報知新聞専売所（佐塚文化堂のスタンプあり）
●記載なし

旅順陥落の報道を伝えている。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2

130
別
130

Ⅳ
４

記載なし 中央新聞
○遠江金谷町：佐塚文化堂
●記載なし

新聞購読を促す宣伝のチラシ。 紙疲弊
原
本

新
聞
紙

2


